
 
 

野
田
内
閣
の
誕
生
と 

宏
の
決
意 

 
平
和
台
の
み
な
さ
ん
、
日
頃

か
ら
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご

指
導
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
国
難
と
も
言
え
る
大
惨

事
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
我
孫

子
市
で
も
大
規
模
な
液
状
化
現

象
が
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
の
大
震
災
で
は
、「
安
心

安
全
な
日
常
」
の
尊
さ
を
改
め

て
認
識
す
る
と
と
も
に
、「
助
け

合
い
」
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
」
と
い
う
日
本
人
の
強
さ
と

優
し
さ
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

と
同
時
に
、
政
治
に
身
を
お
く

一
人
と
し
て
、「
政
治
力
の
欠
如

と
虚
し
さ
」
を
強
く
感
じ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
し
た
。 

大
震
災
後
、
半
年
以
上
が
経

過
し
た
今
で
も
、
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
が
思
う
よ
う
に
進
ま

な
い
う
え
に
、
我
孫
子
市
も
含

め
更
に
放
射
能
問
題
の
解
決
に

悩
む
自
治
体
も
多
く
あ
り
ま
す
。

各
被
災
地
で
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
懸
命
な
努
力
が
続
く
な

か
、
国
政
を
担
う
政
治
家
に
は

危
機
感
と
誠
意
が
感
じ
ら
れ
ず
、

政
局
を
絡
め
た
派
閥
や
政
党
間

の
争
い
に
明
け
暮
れ
る
状
況
に

憤
り
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
復

旧
・
復
興
の
妨
げ
の
一
因
が
こ

の
国
政
の
停
滞
で
あ
る
こ
と
は

と
て
も
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
九
月
に
野
田
佳
彦

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。
私
は
、

か
つ
て
千
葉
県
議
会
議
員
で
あ

っ
た
野
田
さ
ん
と
と
も
に
若
手

政
治
家
五
人
の
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
。
野
田
さ
ん
に

つ
い
て
は
お
酒
の
強
さ
に
加
え

て
、
常
に
物
事
を
熟
慮
す
る
姿

が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
議
会
選
挙
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
「
地
盤
（
支
持
基
盤
）
、
看

板
（
知
名
度
）
、
カ
バ
ン
（
資
金
）

無
し
、
さ
れ
ど
我
に
正
義
あ
り
」

が
印
象
的
で
し
た
。
戦
後
で
は

千
葉
県
初
の
選
出
と
な
る
野
田

首
相
を
筆
頭
に
、
今
度
こ
そ
、

こ
の
国
難
に
対
し
て
国
政
を
担

う
政
治
家
が
最
善
を
尽
く
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
復
旧
・
復
興
に

は
、
地
方
が
国
と
対
等
に
責
任

と
権
限
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性

も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
各
自

治
体
の
地
域
実
情
に
応
じ
た
柔

軟
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と

な
る
制
度
と
財
源
を
国
が
準
備

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
前
提
と

な
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
は
、

住
民
参
加
の
下
、
そ
の
制
度
と

財
源
を
駆
使
し
て
最
適
な
地
域

政
策
を
主
体
的
に
立
案
・
実
行

す
る
こ
と
が
、
復
旧
・
復
興
で

は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
私
た
ち
は
、

政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
い
く

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
政
治
に

無
関
係
で
生
き
て
い
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
の

再
生
は
国
政
に
よ
っ
て
の
み
成

し
得
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

自
立
や
連
帯
で
実
現
し
て
い
く

も
の
で
す
。
被
災
し
た
自
治
体

の
議
員
の
一
人
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
諦
め
る
こ
と
な
く
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
「
地
方
政
治
の
現
場
」
か

ら
力
強
く
行
動
し
て
い
き
た
い

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
指
導
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                         

改
選
直
前
の
９
月
議
会 

論
点
と
ポ
イ
ン
ト 

 

議
会
改
選
前
と
な
る
九
月
定

例
市
議
会
は
、
八
月
二
十
九
日

～
九
月
二
十
二
日
の
二
十
五
日

間
を
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
基
本
構
想
の
一
部
改

正
案
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧

費
を
含
む
補
正
予
算
案
、
商
工

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
、
市

税
条
例
の
一
部
改
正
、
布
佐
ポ

ン
プ
場
築
造
工
事
の
請
負
契
約

締
結
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
へ
の
市
有
財
産
無
償
譲

渡
な
ど
全
二
十
七
議
案
が
審
議

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
放
射
能
汚
染
問
題
に
つ
い

て
の
陳
情
（
可
決
）
、
高
野
山
宅

地
造
成
工
事
中
止
の
お
願
い
等

の
陳
情
（
継
続
審
査
）
と
な
り

ま
し
た
。 

な
お
、「
放
射
線
か
ら
市
民
の

不
安
解
消
の
た
め
の
安
全
基
準

と
対
処
方
法
の
早
期
制
定
を
求

め
る
意
見
書
」
、
「
放
射
性
物
質

か
ら
市
民
の
安
全
と
安
心
を
守

る
決
議
」
の
発
議
案
を
議
員
全

員
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣

や
関
係
機
関
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。 
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 日時：10 月 22 日(土)9 時 30 分～16 時＆23 日(日)9 時 30 分～15 時 

 会場：アビスタ、手賀沼親水広場、水の館 鳥博広場 

■第 17 回 手賀沼エコマラソン 

 日付：10 月 30 日（日） 

 会場：柏ふるさと公園（千葉県柏市） 

■第 14 回 我孫子国際野外美術展 

 日程 

  作品展示：10 月 29 日（土）～11 月 13 日（日） 

  公開制作：10 月 22 日（土）～10 月 28 日（金） 

  オープニングセレモニー:10 月 29 日(土)13 時（相島芸術文化村） 

 会場:布佐市民の森/相島芸術文化村と相島の森/宮の森公園/ふさのまち周辺 

※入場無料 

現場主義 



宏
は
こ
う
考
え
る 

☆
印
南 

宏
の
提
言
（
抜
粋
） 

 

■
会
派
と
印
南
宏
の
提
言
概
要
■ 

 

印
南
の
属
す
る
「
あ
び
こ
２
１
」

の
代
表
質
問
で
は
、『
子
ど
も
達
を
放

射
能
か
ら
守
る
！
』
と
い
う
ス
タ
ン

ス
か
ら
、（
一
）
子
ど
も
た
ち
に
か
か

わ
る
施
設
の
除
染
、（
二
）
放
射
能
の

諸
課
題
に
対
す
る
我
孫
子
市
の
取
り

組
み
、（
三
）
関
係
機
関
へ
の
要
請(

手

賀
沼
流
域
下
水
道
終
末
処
理
場
他)

を
提
言
し
ま
し
た
。 

印
南
の
個
人
質
問
で
は
、（
一
）
交

通
行
政
と
し
て
①
成
田
線
利
便
化
へ

の
道(

新
た
な
戦
術
の
必
要
性)

、
②

新
木
駅
舎
の
改
造
事
業
、
③
市
内
踏

切
の
安
全
対
策
を
、（
二
）
教
育
行
政

と
し
て
、
根
戸
小
の
大
規
模
校
対

策
・
布
佐
南
小
の
小
規
模
特
任
校
制

度
の
導
入
な
ど
を
提
言
し
ま
し
た
。 

 

■
成
田
線
の
利
便
化
■ 

～
急
が
ば
回
れ/

新
戦
術
提
起
～ 

 

我
孫
子
市
の
ア
ク
セ
ス
問
題
で
あ
る

「
成
田
線
の
利
便
化
問
題
」
は
暗
礁

に
乗
り
上
げ
て
い
ま
す
。
成
田
線
活

性
化
推
進
協
議
会
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

提
案
し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
増
発
案

は
、
増
発
に
関
わ
る
Ｊ
Ｒ
諸
費
用
を

沿
線
自
治
体
で
負
担
し
、
そ
の
費
用

を
沿
線
開
発
に
よ
る
定
住
人
口
の
増

加
に
伴
う
税
収
増
で
将
来
的
に
回
収

す
る
と
い
う
案
で
す
。 

 

し
か
し
、
黒
字
民
間
企
業
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
沿
線
自
治
体
の
負
担

を
得
る
こ
と
へ
の
社
会
的
批
判
や
、

将
来
的
な
ダ
イ
ヤ
編
成
へ
の
縛
り
を

受
け
る
こ
と
の
企
業
リ
ス
ク
の
観
点

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
側
へ
の
増
発
増

便
に
向
け
た
要
求
戦
術
と
し
て
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
側
と
し
て
も
受
け
入
れ

に
く
い
こ
と
が
判
明
し
て
き
ま
し
た
。

加
え
て
、
増
発
増
便
で
定
住
人
口
が

増
加
す
る
と
い
う
論
理
も
推
測
の
域

を
脱
せ
ず
、
沿
線
自
治
体
の
厳
し
い

財
政
状
況
を
か
え
っ
て
悪
化
さ
せ
る

可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。 

 

増
便
増
発
の
要
望
要
請
は
継
続
す

る
に
し
て
も
、
遠
回
り
に
見
え
ま
す

が
、
沿
線
自
治
体
が
一
丸
と
な
っ
て

成
田
線
沿
線
の
魅
力
を
高
め
、
若
い

世
代
を
含
め
た
定
住
人
口
を
増
加
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
利
便
化
へ
の
近

道
・
王
道
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は

思
い
な
お
し
て
い
ま
す
。
そ
の
観
点

か
ら
、
私
は
、
沿
線
地
域
の
「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
拡
充
」
や

「
空
き
店
舗
活
用
に
よ
る
事
業
支
援

策
」
と
い
う
ソ
フ
ト
支
援
策
と
、「
大

学
等
の
教
育
機
関
誘
致
」「
新
木
地
区

の
南
北
交
流
道
路
の
早
期
整
備
」「
踏

切
の
安
全
対
策
」
な
ど
の
ハ
ー
ド
面

の
施
策
を
提
起
し
て
い
ま
す
。 

 

事
実
と
し
て
成
田
線
の
平
均
乗
車

人
員
は
一
日
平
均
で
一
万
人
以
上
減

少
（
平
成
五
年
度
比
）
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
沿
線
自
治
体
が
協

力
し
て
攻
め
の
諸
施
策
を
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
、
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

■
小
中
学
校
適
正
配
置
に
向
け
て
■ 

～
執
行
部
に
反
省
を
促
す
～ 

 

我
孫
子
駅
北
側
地
区
児
童
・
生
徒

数
の
急
増
と
、
布
佐
地
域
を
含
む
市

東
部
地
区
の
児
童
・
生
徒
数
の
減
少

傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
教
育
委
員
会
に
よ
り
、
我
孫
子

市
小
中
学
校
適
正
配
置
検
討
委
員
会

を
設
置
さ
れ
、
今
年
七
月
の
第
四
回

目
の
適
正
配
置
検
討
委
員
会
で
学
区

審
議
会
諮
問
案
の
た
た
き
台
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。 

私
は
、
教
育
行
政
の
立
場
か
ら
、

根
戸
小
学
校
の
大
規
模
校
対
策
（
福

祉
施
設
に
転
用
し
た
財
産
の
返
還
や

特
別
教
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
、
学
童

保
育
施
設
の
新
設
置
）
の
提
起
や
、

布
佐
南
小
学
校
の
小
規
模
特
任
校
制

度
の
導
入
の
提
起
を
し
ま
し
た
。 

た
だ
、
こ
の
中
で
強
く
感
じ
た
の

は
、
教
育
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
街

づ
く
り
を
念
頭
に
置
く
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
特
に
我
孫
子
地
域
で

は
、
教
育
委
員
会
と
市
の
開
発
関
連

部
署
と
の
連
携
、
そ
し
て
開
発
業
者

と
の
折
衝
な
ど
、
先
を
見
据
え
た
街

づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
市
の
執

行
部
に
反
省
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
分
析
し
、
執
行
部
に
対

し
て
反
省
を
促
し
、
今
後
の
課
題
と

す
べ
き
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。 

                  

「
あ
び
こ
」
と
「
宏
」
の 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

■
放
射
線
量
低
減
策
を
実
施
す
る 

た
め
の
当
面
の
基
準
が
発
表
■ 

九
月
十
二
日
、
我
孫
子
市
は
放
射

線
の
低
減
策
と
し
て
当
面
の
基
準
を

市
議
会
に
提
示
し
ま
し
た
。
既
に
、

我
孫
子
市
で
は
、
学
校
や
公
園
な
ど

の
年
間
積
算
放
射
線
量
一
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
を
め
ざ
す
と
し
て
お
り
、

今
回
、
具
体
的
な
「
当
面
の
放
射
線

低
減
策
を
実
施
す
る
目
安
」
を
発
表

し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
私
ど
も

が
求
め
て
き
た
対
策
に
対
し
て
前
進

が
図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す 

 

■
県
内
初
の
私
立
幼
稚
園
児 

「
預
か
り
保
育
」
半
額
助
成
制
度
■ 

市
内
の
私
立
幼
稚
園
十
園
に
通
う

園
児
の
保
護
者
を
対
象
に
、
幼
稚
園

で
時
間
外
の
「
預
か
り
保
育
」
を
利

用
し
た
場
合
、
保
育
料
を
半
額
助
成

す
る
制
度
が
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
「
待
機
児
童
ゼ

ロ
」
を
維
持
す
る
た
め
の
導
入
。
自

治
体
が
保
護
者
に
直
接
保
育
料
を
助

成
す
る
の
は
千
葉
県
内
初
の
制
度
と

な
り
ま
す
。 

 

■
県
内
初
の
委
員
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
と
録
画
公
開
！
■ 

 

本
会
議
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
に
加
え
て
、
九
月
議
会
か
ら
委
員

会
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
が
開
始
。
録
画
公
開
ま
で
実
施
し

て
い
る
の
は
県
内
初
め
て
。
と
な
り

ま
す
。
議
会
改
革
は
、
私
の
議
員
生

活
の
中
で
の
長
年
の
テ
ー
マ
で
す
。 

  

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
 

★宏と語る小さな小さな 
ティーパーティーのご案内★ 

 
９月議会報告と「これで良いのか、我孫子市
は」の視点で意見交換をする和やかなティーパ
ーティーです。どうぞ、みなさま奮ってのご参加
をお待ちしております。 
 
◆日  時：平成２３年１０月２２日(土) 

午後６時～７時半位 
◆場  所：布佐南近隣センター会議室 
◆その他 ：事前予約等不要・参加費無料です。 
(どうぞお気軽にご参加ください!!) 

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
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「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
は
良

く
言
っ
た
も
の
だ
。
あ
の
暑
い
日
は

ど
こ
に
行
っ
た
の
か
、
季
節
は
確
実

に
秋
へ
と
移
行
し
て
い
る
。
秋
と
言

え
ば
秋
祭
。
今
年
の
布
佐
、
竹
内
神

社
の
お
祭
は
大
震
災
の
関
係
で
中
止

と
な
っ
た
。
お
祭
り
好
き
の
私
に
と

っ
て
、
と
て
も
残
念
で
な
ら
な
い
。

布
佐
地
区
で
は
お
祭
り
に
代
え
て
、

先
日
九
月
十
八
日
、
布
佐
復
興
バ
ザ

ー
ル
「
布
佐
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ

れ
た
。
私
も
含
め
、
大
勢
の
皆
さ
ん

が
秋
の
一
日
を
フ
ェ
ス
タ
で
楽
し
ん

だ
。
ま
さ
に
「
人
生
は
時
間
の
長
さ

で
は
な
く
、
思
い
出
の
数
」
。
大
切
な

時
間
の
流
れ
を
感
じ
つ
つ
、
貴
重
な

秋
の
一
日
を
堪
能
し
た
。
◆
十
月
七

日
、
快
晴
の
下
、
布
佐
ポ
ン
プ
場
築

造
工
事
の
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

布
佐
地
区
で
頻
繁
に
発
生
す
る
浸
水

被
害
を
解
消
す
る
た
め
の
内
水 

(

川

の
堤
防
を
境
に
宅
地
や
農
地
側
に
あ

る
水)

を
排
除
す
る
大
型
雨
水
ポ
ン

プ
場
で
あ
る
。
布
佐
地
区
は
全
体
的

に
地
盤
が
低
く
、
か
ん
が
い
期(

農
作

物
の
生
育
に
必
要
な
水
を
供
給
す
る

時
期
、
四
月
～
八
月)

に
は
自
然
排
水

に
よ
る
内
水
排
除
が
困
難
と
な
り
、

市
街
地
で
浸
水
が
多
発
し
て
い
る
。

浸
水
対
策
の
切
り
札
と
し
て
内
水
の

強
制
排
水
施
設
で
あ
る
布
佐
ポ
ン
プ

場
を
築
造
す
る
。
排
水
区
域
は
約
二

〇
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
現
ポ
ン
プ
の
排

水
能
力
の
約
十
二
倍
と
強
化
さ
れ
る
。

九
月
議
会
で
工
事
請
負
契
約
を
可
決
。

平
成
二
十
五
年
三
月
末
で
工
事
が
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。
ポ
ン
プ
が
出

来
て
も
市
街
地
の
雨
水
を
ス
ム
ー
ズ

に
流
す
た
め
の
面
的
整
備
が
こ
れ
か

ら
重
要
に
な
る
。
総
事
業
費
は
二
十

五
億
～
三
十
億
円
に
な
る
と
推
察
さ

れ
る
。
水
害
を
な
く
す
た
め
の
第
一

歩
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
◆
布
佐
平
和

台
の
現
在
の
平
均
年
齢
は
五
十
六
歳

と
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

我
孫
子
市
の
高
齢
化
の
特
徴
は
第
一

に
、
そ
の
急
速
さ
に
あ
る
。
平
成
三

十
四
年
に
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
台
に

到
達
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
全
国

平
均
よ
り
二
年
近
く
早
い
到
達
に
な

る
。
第
二
の
特
徴
は
開
発
区
域
ご
と

の
高
齢
化
の
バ
ラ
ツ
キ
で
あ
る
。
開

発
時
期
に
よ
り
大
き
な
差
異
が
あ
り
、

例
え
ば
、
新
木
野
二
丁
目
で
は
四
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
南
青
山
で
は
六
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
高
齢
化
に
伴
い
、

要
介
護
状
態
へ
の
不
安
、
独
居
高
齢

者
へ
の
不
安(

孤
独
死)

、
認
知
症
へ

の
不
安
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
る
。 

そ
こ
に
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
自

然
災
害
へ
の
不
安
が
重
な
る
。
災
害

の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に

は
、「
自
助
」
と
「
共
助
」
の
取
り
組

み
が
最
も
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
平

和
台
も
十
年
も
す
れ
ば
六
十
五
歳
以

上
の
比
率
が
五
割
を
超
え
る
。
防
災

訓
練
や
防
災
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。
◆
放
射
能
問
題

を
心
配
す
る
声
が
日
増
し
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
私
の
Ｐ
Ｃ
や
携
帯
に
も

放
射
能
問
題
に
つ
い
て
メ
ー
ル
が
毎

日
、
飛
び
込
ん
で
く
る
。
先
日
も
「
東

葛
飾
地
区
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能

汚
染
か
ら
守
る
会
・
我
孫
子
意
見
交

換
会
」
の
会
合
に
参
加
。
さ
ら
に
、

「
子
供
の
被
ば
く
低
減
の
為
の
土
壌

調
査
を
求
め
る
陳
情
書
」
も
受
け
取

っ
た
。
今
回
の
放
射
能
問
題
で
は
、

放
射
線
量
の
測
定
と
徹
底
し
た
情
報

公
開
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
そ
の

上
で
、
国
や
東
電
が
行
う
べ
き
こ
と

と
区
分
し
な
が
ら
、
我
孫
子
市
と
し

て
は
、
除
染
の
計
画
策
定
と
実
施
や

土
壌
の
測
定
を
行
う
と
と
も
に
、
農

産
物
や
子
供
た
ち
の
給
食
食
材
の
安

全
対
策
な
ど
可
能
な
こ
と
を
最
大
限

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
、
放
射
線
対
策
室
の
権

限
強
化
や
、
市
議
会
で
の
特
別
委
員

会
の
設
置
等
は
当
然
で
あ
る
。
こ
れ

ら
に
加
え
て
、
放
射
線
を
心
配
す
る

市
民
と
そ
う
で
な
い
市
民
、
放
射
線

量
の
高
い
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域

と
の
間
で
差
別
や
区
別
に
発
展
し
な

い
よ
う
努
め
て
い
く
努
力
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
◆
極

め
て
厳
し
い
修
業
を
果
た
し
た
僧
侶

の
話
を
伺
っ
た
。
行
者
は
山
の
行
よ

り
、
里
の
行
が
大
事
と
い
う
。
修
業

を
通
じ
て
、
生
き
る
う
え
で
何
が
大

切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
の
か
と
尋
ね

ら
れ
る
と
、「
感
謝
」
と
「
反
省
」
と

「
思
い
や
り
」
と
答
え
る
。
「
感
謝
」

と
は
足
る
を
知
る
心
。
今
自
分
に
与

え
ら
れ
て
い
る
環
境
を
あ
り
が
た
く

思
う
心
で
あ
る
。
「
反
省
」
は
日
々
、

自
分
を
省
み
る
こ
と
。
夜
、
布
団
の

な
か
で
、
心
な
い
言
葉
で
相
手
を
傷

つ
け
て
い
な
か
っ
た
か
、
な
ど
省
み

る
心
は
大
事
。
そ
し
て
、「
思
い
や
り
」

は
、
ご
縁
を
大
切
に
す
る
心
。
一
見
、

易
し
い
こ
と
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
お

ろ
そ
か
に
す
る
と
人
生
も
お
ろ
そ
か

に
な
る
。
全
て
の
原
点
は
日
常
生
活

に
あ
る
。
人
と
話
す
、
ご
飯
を
作
る
、

挨
拶
を
す
る
。
日
々
の
所
作
の
一
つ

一
つ
に
心
を
込
め
る
こ
と
が
、
実
は

も
っ
と
も
難
し
く
、
最
も
尊
く
大
切

な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
な

お
話
を
沖
縄
・
興
南
高
校
野
球
部
、

我
喜
屋
監
督
か
ら
も
聞
い
た
。
野
球

で
勝
つ
た
め
に
は
「
準
備
」
が
必
要

で
あ
る
。
昨
夏
の
甲
子
園
覇
者
で
あ

る
興
南
高
校
は
幾
重
に
も
積
み
上
げ

た
準
備
で
他
を
圧
倒
し
た
。
な
か
で

最
も
重
要
な
の
は
、
意
外
に
も
「
躾
」

で
あ
る
と
い
う
。
野
球
に
は
私
生
活

が
で
る
。
だ
ら
し
の
な
い
野
球
。
し

っ
か
り
と
し
た
野
球
。
そ
こ
に
は
選

手
自
身
の
私
生
活
が
現
れ
て
く
る
。

日
々
の
暮
ら
し
方
が
大
切
な
の
で
あ

る
。
我
喜
屋
監
督
の
「
躾
」
は
日
常

の
気
遣
い
や
気
配
り
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
野
球
の
カ
バ
ー
リ
ン
グ
に
通

じ
る
日
常
の
気
配
り
と
い
う
フ
ォ
ロ

ー
が
チ
ー
ム
力
の
基
に
な
る
。
連
帯

感
と
協
調
性
と
を
育
て
る
。
そ
の
こ

と
に
気
づ
く
た
め
に
選
手
自
身
の

「
考
え
る
力
」
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

強
い
わ
け
に
は
理
由
が
あ
る
。
◆
「
本

気
」
本
気
で
す
れ
ば
大
抵
の
こ
と
が

で
き
る
。
本
気
で
す
れ
ば
何
で
も
お

も
し
ろ
い
。
本
気
で
し
て
い
る
と
誰

か
が
助
け
て
く
れ
る
。 

 
 
 

宏 
               

 
印南 宏後援会 
〒270-1198 我孫子市日の出 1131 
（日本電気労働組合我孫子支部内） 
Tel 04-7184-2860 
e-mail  innami@mqd.biglobe.ne.jp 

 
宏のホームページ（リニューアル） 
http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
宏のブログ（日々更新中！） 
http://hiroshi4649.at.webry.info/ 
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新
木
駅
は
市
内
Ｊ
Ｒ
駅
で
唯

一
（
無
人
駅
で
あ
る
東
我
孫
子

駅
を
除
く
）
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
無
く
、
南

北
を
結
ぶ
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
新
木
駅
を
利
用
す
る

住
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
一

刻
も
早
く
「
人
に
や
さ
し
い
駅
」

と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
活
発

な
請
願
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
が
実
り
、
こ

の
十
月
初
旬
、
市
役
所
交
通
課

か
ら
、
南
北
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
整
備
さ
れ

た
新
木
駅
の
完
成
予
想
図
が
示

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
新
た
な
自
由
通

路
と
駅
南
北
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

す
る
に
は
北
側
斜
線
で
影
響
す

る
新
木
駅
北
側
民
有
地
を
取
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
、
取
得
し
な
い
で
も
建
築
基

準
法
上
を
ク
リ
ア
す
る
基
本
設

計
が
で
き
上
が
っ
た
こ
と
が
事

業
の
前
進
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

印
南
は
今
日
ま
で
新
木
駅
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
新
木

駅
の
橋
上
化
・
南
北
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
早

期
設
置
、
南
北
自
由
通
路
と
下

新
木
踏
切
の
安
全
対
策
等
を
積

極
的
に
議
会
で
質
問
・
提
言
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
後
も
新
木
駅
北
口
の
ア
ク

セ
ス
改
善
の
た
め
の
用
地
確
保
、

南
北
の
交
流
道
路
の
整
備
、
下

新
木
踏
切
の
安
全
対
策
等
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
改

善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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新
木
駅 

駅
舎
改
修 

概
要
が
示
さ
れ
る
！ 

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

駅
南
北
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
へ
！ 

新
自
由
通
路
の
整
備
も
！ 

住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に 

更
な
る
改
善
に
努
力
！ 

基本設計の考え方 
 
 自由通路と駅南北口エレベーター・エス

カレーターの早期実現化を図るために、民

有地を取得しないで、建築基準法上支障な

いように計画した。 
 また、現在の自由通路を使用しながら築

造するため、新しい自由通路は現在の自由

通路の湖北寄りになる。 

新新新木木木駅駅駅完完完成成成予予予想想想図図図・・・南南南側側側かかかららら望望望むむむ   

諸データ 
 
鉄骨造 地上２階建 
・建築面積：４３６㎡ 
・延べ床面積：４９４㎡ 
・最高高さ：１０．１ｍ 
・自由通路及び階段の幅員：２．４ｍ（現況と同じ） 
・エスカレーターの幅員：１ｍ 
・エレベーターの規格：乗用人数１１人（車椅子対応）  
整備期間：平成２４年度～２５年度（予定） 

概要 


